
Ulugh　Beg表の畏晒骨暦

今 井 榛
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　D’Ohssonの蒙古史に13世紀の‘Abdu’liah　ai－Ba照awiの記録によって，伊児汗

・趨二二に従って来たFao－mun－dji，別名Slng－Singと云う申園の天女学者から，

Na＄亙ru’d－din　TUsiが呼ll劉の暦に湿する教えを受けたと云う記載のあることは良く知

られている。その一部が伊児汗衷（ZiM競繊ni，藺紀1240奪）にみえる金及び畏蕎児の

暦（Ta’r費扇Kんa承u聴ゐUr）であろう。1）しかし，それは幾分概観的なものらしく．立

成などを整えて暦書らしい形を残したのは．それを改訂したJamshidtt’1－Kashiの可

汗表（Zij－i　Khaqani，臨紀1420隼）であって，弟子のUiugh　BegのZ三」一i　Sultanlの

第六編Dar　M。■‘rifaむi　ta’r五肋一i　Khat．a　u　lghar　wan　mushtami！　ast　bar　dah　fa§1

（金と喪吾児の暦，及びその内包するものの知識については以下の十章において取扱う）は殆んど

それを受継いだものと見てよい。

　本文の屠的とする処は，①このFao・mun－djiの授けた暦法は如何なるものであっ

たか。（2）この畏吾児暦は後文に紀す如く，唐の符天暦や五代の調元暦などの暦算形武，

民聞に行われていて，正統派の暦家から小暦と卑められた暦法の形式であって．現在中

扇にはこの種の暦法書の詳しくは金く亡んで了っている。ただ朝鮮に元宋に授時暦を小

暦化した高麗の三保の授回暦捷法立成がその面影を止めているのみに過ぎない。③元

の授時暦はこの小暦の形式を合理化して出来ており，恐らく授時暦は蒙古朝の初期に使

われていた畏吾兇麿の形式を受継いだものに違いない。などを究めたいためである。

　本題臨を畏吾児暦とのみして．金及び畏吾児の暦としなかったのは，この畏吾児暦は

後記の鏑く金の知微暦（王E鍾≦…大1夢三liiS．li）を小暦化したもので．正史にみえる正統な金麟の形

式ではないからである。恐らく，畏吾児に於ける小暦形式の暦法の使絹は梢当古くから

の事で．この暦法以前にも幾多の樋類の小暦が使われていたに違いないと思われる。と
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は轡っても今迄のところ，それを追求出来ないでいる。

　UlugんBeg表には多くの写本が残っているらしく，　Knobe1のUlttgh　Beg’s　Cata－

logue　of　Stars。　Washington，1917．の轡末にかなり良く纏められている。しかし，そ

れ等は1ヨ下のところ高嶺の花であって，筆者はS6dillotの校訂註解した波特牛本：Pro－

i6gomさnes　des　Tables　Astronomiques　D’oloug－beg．　Paris，エ847．に従うより仕方

なかった。

II

　本図の畏蕩児暦に関する第六編の第一章には暦元と六十干支周期のことが記されてお

り．世界飼造の始めは1珂暦847薙舗a疑wal月8Ei火曜日（照紀1444年王月28　Ei，立春に

当る）より丁度8863万（Wan）隼と万に満たない9860年前にあると記している。　また

万は十千だと云う文字もみえ，つまり西紀1444隼の上元積年が8863万9860年である・と云

うことであるが．この上元積年の値は金の知微暦のそれに非常に近似している。知微暦

の下元の西紀1180年の上元積年は8863万9656勾三であるから．1444革の上元積隼は8863万

9920年であり，その蓋は60年である。この差60勾三が如何にして生じたかを考えてみた。

それは恐らく伊門門表1こみえる知微暦の下元（湘紀1180年）の上元積隼を伊｝児汗表の三

元（薄紀1240奪）に対する上元積年だと誤解して伝えたために違いない。両暦元の差は

（1240－1180鵠60隼）である。以上の暦元のことは，後文で関かにする如く．後章の暦

理暦算には直接には余り関係はない。云わば装飾のようなものであるが，』この幾普児暦

の来源を密告して呉れる謹拠の一一つではある。

　Daur－i　sittinayi（六一1一・　rl）は六十千支のことであるが，中醐語を音写して，十干十＝二

支を次の如くにしている。

Ka（甲Chia），　　Y三（乙1），　　　Pin（丙Ping），

Wau（戊Wu），　Ki（己Chi）、　　Kin（庚Keng），

Zham（壬J蝕），　Klu三（癸Kuei）

Zhu（二子丁茄），　Hayu（丑Ch‘ou），　Yim（寅Yin）．

ChaR（辰Ch‘6n），　Saz（巴Ss益），　Wau（午Wu），

Shan　O三｝三l　Shen），　Yau（酉Yu），　　Su（戌Shg），

Tin（T　Ting），

Sin　（辛灘［sin），

Maw（卯Mao），

Wl（未Wei），

Hay（亥Hai）

　この六十干：支表では甲子の干：支指数をi，癸亥を60としているが．後章の節気の干支

の指数では甲子をO，癸亥を59としている。実際の暦算では後者の法式が優利なためで
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ある。

　次の第二章は太陽隼とその分罰，つまり二十四飾気のことが説明されており，太陽年

を365．2436i≡1，一節気の長さを15，2184｝三｛としていて，万分法の使胴されている事が

注目され、る。そして立春を棊準（O．　OOOO）とした他の節気までの間隔El数の表がある。

この二十四節気名も次の如く中国語の音響である。

茎ichun　（立春Ii－ch‘un）．

kik｝｝ah　（f‘ee”蟄ching－chδ）．

shing　mln9（清明ch‘in9－ming），

likhah（：立夏li－hsia），

manhum（芒種mang－chung），

shaushu（小暑hsiao－shu），

王ichiu　　（立秋　 至呈一ch｛至U），

yin至u　（臼皇客pa至一lu），

jinlu（寒露han－1の，

Iinun（立冬li－tung），

daysuh（大雲ta－hsaeh）．

s瓦ukhan（小寒hsiao－han），

wushuy（雨水ytt一一shul），

shun　qand（春分ch‘un一艶n），

kuwu（穀雨ku－y貢）．

siu鵬徽（小満hsiao－maR），

shachttn　（夏至　hsia－c難ih），

daisu（大暑ta－shu），

chiushiu　（処髪｝ch‘u－shu），

Sluqan（秋分ch‘iu－fen），

sunkun　（IlsuSf’F　shttang－chiang），

sausuh　（ij、雪　hs量ao－hs農eh），

duikhaa（冬至tung－chih），

dalkhan（大寒ta－halt）。

　第三章は二十四節気の干支指数の巡環，つまり太陽の平均運行の事が説明されており，

圃暦847銀sんauwal月81三1（1墨糸己1444幻三1JiS　28　日）の立春（平飼の干麦指数が55．6140

（！三｛三；子を0．0000とす）であることがみえている。これと前記の太賜年365．243611から立蒜

干支式として

　　　　55．6140＋5．2436　T一〔60〕r　■・■一・・・・・…　　一■・。・・…　　。・…　　（1）

が得られる。上式の第2項の5．2436は太陽年から干支周期60を引けるだけ引きさった

剰余であり，Tは西紀1444隼からの野崎で．［60〕，は上式の第1項と第2項の和から

60．0000を引けるだけ引くことを意味する。　この第三章には．この5．2436T一〔60〕，

の数表があり，これは本天交表の畏吾児暦の性質，また正統の中国の暦家から小暦と予

められた一樹をよく現しているので次に写してみる。

T

l　51　2436

2　10．t1872

3　15．7308

T

IO　52．4360

20　44．8720

30　3Z　3080

　T
　100　44．3600

　200　28．72eO

　3eo　i3．　osoo
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tl－

4　20．9744

5　26．2180

6　31．4616

7　36．　7052

8　4i．　9488

9　47．　1924

tia

40　29．74．40

50　22．1800

60　14．6160

70　ZO520

80　59．4880

90　5L　9240

r
r

400　5Z　4400

500　41．8000

600　26．1600

700　10．5200

800　54．8800

900　39．2400

T

1000　23．6000

　前掲の（1）式を金の知回暦から得られる西紀1444銀立春・基準の式と比較してみよう。

知微暦の下元，西紀1180年冬至基準の式は，

　　　　5．　6489　“　5．　2435946　T一（6e］，

であるから，これを西紀1444年冬至基準に直すと．

　　　　9．　9579　十　5．　2435946　T一｛60）r

　これをil羅年の立券基準1こ変換すると，

　　　　55．6ユ33　十5．2435946　T一〔60〕ビ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　。（II）

この（II）式が二二の（1）式に比較されるものである。　この両者の立春千三指数は

55．6140と55．6233で可成り一致しているが，最後の桁で7の違いが出来ている。　こ

れは前者が万分法を採用しているために生じた。二者の5．24・36　T一〔60〕，の値は，Tを

ユ000年とすれば前爽にみられる如く23．6000であるが，万分法を使わない知回暦の

5．　2435946T一〔60〕rよりのT＝1000勾三の値は23．5946であって，大きな違いが1二Ll来

てくる。こんな処が正統派の三家に小暦と卑められる点である。しかし，現代の隔を以

ってすれば．往時の太陽隼の値は日の小数点以下三桁で最早不確なのであるから何れで

もよい訳であるが．節気が日付変更時刻の近くにあって，万分法で0．0000と計算され

ても．それがO．　OOOO1なのか，または59．99999であるかは大聞題であった。　それは

その節気1ヨが甲子なのか，前日の癸亥なのかを不確にしかねず，或る揚金には闘月の位

置に変化が出来るからであった。

　次の第四章は太陰平均運行．つまり．平朔の決め方で．平均月li篠卜算の基梁節気として

擾吾児の正月であるAram　ay（アラーム月）の中気である爾水を採胴し，西紀1444隼

の雨水の閾余σlz均月齢）を23．2000日．朔望月を29．53061三i，　また太陽年より朔望月

のi三1数を引けるだけ引いた劇余を10．8764｝三iとしている。　それで西紀1444奪を基準と

する雨水の閏余式は次の如くである。

　　　　23．　2000　十　le．　8764　T一（29．　5306），　…　　t・・・・・・・・・・・・…　　（III）
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この式の計算を便利にするために10．　8764　T及び29．5306nの立成がある。（T及びn

Ct少昏をこ　1一一｝9，　10一＞90，　100一←looo）

　上式（III）を知微暦に妻ヒ較してみると，知微暦の下元（酉紀1180年）の冬至基準閾余

式は，

　　　　i4．　4836　＋　10．　8764818　T一（29．　5305927），

であるから，西紀1444年基準に変換すると，

　　　　21．　4073　一　10．　8764818　T一（29．　5305927］，

これを冬至基礁から雨水棊準に変えると，

　　　　23．　220e　十　IO．　8764818　T一（29．　5305927），　…　一・・・・・…　一（lv）

この（IV）式が畏吾児暦の（m）式に比較されるもので，雨水の闘余は薦者の23．2000

に対して後蓋は23．2200であり，この差も畏吾児暦の万分法のために生じたのに違いな

い。

　以上で，太陽太陰の平均運行の計算法のことは終り，第五章では不等速運行の事に移

る。

　レ1二1圏系の暦法では，平均運行と不等速運行が喰違いなく一致する処は，太陽では冬至

点（夏至点）であり，太陰では近地点であるから，平均運行に補正を加えて不等速運行

に慮すには，太陽では冬歪からの日数，太陰では近地点よりの日数を知らなければなら

ない。太陽の場裏は前記の第二，三章に於て説明された知識から求められるが，太陰の

場合に第五章では・近点月を27．5556［：1，太陽年から近点月を引けるだけ引きさった剰余

を7。0338日として屠り，西紀1444年の冬至の変田を21．81001三1としているから，次式

で任意の年の歳前冬至の変iヨが得られる。変E【とは近地点通過ll藩よりの1ヨ数である。

　　　　21．　8iOO　十　7．　0338　T一［27．5556），　・・・・・・・・…　一・・…　一…　（V）

　この（V）式には不可思議な作意がある。第一に27．5556iヨと云う近点月の値は大変

：不正確なもので，漢の劉洪の絵書暦以来，こんな悪い値はr団漏には＝存在しない。一方，

太潮回から7．0338iヨを引き，13で劉っても近点月は溺に求められるが，その方では

　　　　（365．　2436　一　7．　e338）　÷　i3　＝＝　27．　5546

となり，この27．5546日は知微暦の近点月の値と一致する。では27．5556日と云う近点

月は伝写の誤りかと云えば，左様でもないらしい。（V）式の計算を助けるために7．0338

T一〔27．5556〕vの立成があり，それは正しく27．5556口の近点月を使用して計算されて

いる。また後紀する第七章で近燃廻を248隈に分けてta‘d1昼mah（太陰補正）の表を

作っているが，bi＄§a（限）をなぜ248限としたかは，
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　　　　〔近点月〕×9＝27．5556×9＝一　248．OOO4

の如く，この近点月の九倍が整数に非常に近く，それが又，四の倍数である事も立成の

引数として好都合だからである。これには或は，この知微暦を小暦化した暦法以｝誼の畏

吾児暦の伝統を含むのかも知れない。

　（V）式を知微暦と比較してみよう。知微罪の下元（西紀1180鎌）基準の式は

　　　　il．　0694　十　7．　0335262　T一［2Z　5546207），

であるから，西紀1444年冬至基準の式は

　　　　21．　7607　十　7．　0335262　T一［27．　5546207］，　・・・・・…　一…　一・　（VI）

であり，この（VI）式と蘭掲の（V）式とを比較すると巨視的には似てはいるが，大分

違っている。この変iヨ計算の暦数には知微暦とは違った伝統が加昧している様に思われ

てならない。

　第六章は太賜の補正値，naqi＄（厚肉）とza’ld（眺）のことで，腕は平均運行が実際の

連行より後れている事であり，跳は平均運行が実際の太陽の運行より進んでいる事であ

る。それで，補正値は醗者では＋，後の場合は一である。この章には補正値（ta‘dil）

の立成（jadwai）があり，それは太陽年365．2436　filを364限とし，冬至繭の91限，後

の91限も，また夏至繭の91限，後の91限も，爾至点を起点（0限）とした限数の絶対

値を変数（x）とすれば，補正値dOは

　　　　do　＝　十〇．　ooeo222　xz　一　o．　oo4042　x

と云う二次式で表される。そして極大補正値はth　O．1840である。それに対して知回暦

の極大補正値は±O。1797であり，　また補正値の数列闘の二次差をとってみると一致し

ないから，知微暦の補正値は二次式では計算されてはいない。

　第七章の太陰の補正値の場合も知微麿とは無関係な様に思われる。それは臼嬬己の如く，

近点月27．5556iヨを248限に分け，その回数を引数とした立成である。そして近地点藩

後の62限も，遠地点醗後の62限も共に爾地点を起点（0限）とした限数の絶対簸を変

数（X）とすれば，補正値A（は厳密に

　　　　d（　＝＝　十〇．　OOOI　xZ　一　O．　O124　x

で表される。また極大補正値は±0．3844であるが，知微暦では±0．4111である。

　以上で平均運行へ加減される補正値の事は終り，これで定朔の計鈴が出来る事となる。

　第八章はこの版本では第七章の中の小題囲となっていて，shUnは閾（jun）の音写で

あろうから，閏月（mah　5施n）の定め方が説明されており，夜楽（nim－shab）の立成が

ある。それはH付変更蒔刻のことらしく，畏吾児月名に対して次の値がみえている。
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2
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1
　
1

Arゑm　　　　　　O．72001ヨ

Ikindi　O．　74eO

Uchunji　O．　7600

Turttmji　O．　7800

Bishing　O．　8000

Altinji　o．　sooo

yitinji　o．　7soo

sikizinji　o．　7600

Tuqusinji　O．　74eO

UnuRji　O．　7200
Bii’inl〈izminjl　O．7000

Chaq羅sh琶ba之　　　0、7000

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

正
　
二
　
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九
　
十
　
暢
　
騒

Ulugh　Beg表の畏吾児暦

これは1ヨ没時刻の大体を表しており，各月の朔日に定朔をとるか，進朔を採用するかの

基準とされたのであった。

　第九，十章は溶接本文に関係なさそうなので劉愛する。

HI

　以上で，Ulugh　Beg表の畏吾児暦法の大略をみて来たが，萌記の如く唐・五代の小

暦の方法に非常に近い。唐の建中年中（揖紀780－783）に曹士薦の作った符天暦は官暦と

は虞らなかったが，民閥では行われたと云われ，この暦法の要素の詳細は失われて分ら

ないが，大体，次のような特徴のものであったと伝えられる。それは又，一般的な小暦

の特徴でもあった。

　　L　非現実的な上元三無を用いない。

　　2．暦元を現実的な唐の顕慶五年とした。

　　3．　点出を雨水とした。

　　4．万分法を採用した。

　一般的な中麟の暦法には上元積無として幾千万葎と云う彪大な年数が掲げられていて，

その時の気余，閏余，変余などが簡単な0．000G…・だったりする。そして現実の下元

の気余などの数値は金く陰に隠れて分らない。それで，それ等の数値を適当な有効数字

を以って求めるには太陽嫌，朔望月など値は小数点下十二，三桁程康では必要であって，
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万分法を採虚した小数点下四桁の太錫年などを使っては，有効数字は消失して計算の結

果値は無意昧なものと成って了う。つまり万分法と上元積弊は両立しないのである。

　しかし，現実的な暦元の気余，飯事などの数値が与えられておれば，万分法でも一暦

法の寿命数十年は使用に耐えたであろう。その上に計算法が簡単である。

　符天暦では細首に雨水を使ったことのみ分っているが，この畏吾児暦では，気節首に

立春，朔首に雨水，変．首に冬至を使っている。

　また五代石弓の馬重績の調元暦も五代史の司天考に「調元暦法既非古，明元（暦）又

止蔵其癖，万分止行於民聞，其法皆不足紀」と軽視されて詳細は残っていない。暦元は

唐の天宝十四載で，気慰は雨水だった。

　また鷹末五代を中心にした多くの年暦が爾域から発兇されており，そして降一年の物

でありながら中原の窟暦と小異する個処の多い事も知られている。それは中原より臨接

に知らされた物ではなく，彼地で何者かの小前に依って計鎌されたものではなかろうか，

この畏吾児暦も，その西域小暦の伝統の末蕎であったのではなかろうかと考えられる。

IV

　授時暦に小暦の影響のあることはよく知られている。授時暦の暦算要素は次の如くで

ある。

　　　暦元　　送出十七年歳箭冬至

　　　太i笏向三　　365．2425111　　　　　気万藤　　55．0600

　　　朔妄山月　　　29．530593iヨ　　　　関万δ　　20．1850

　　　近点月　27．　5546　　　変応　13．igO4一

　　　冬至干支精55．0600－1－5．2425T一〔60〕r

　
　
｛
　　　冬至食余＝・・　20．i8501－10．875384　T一［29．930593〕，

　　　冬至変IIII＝13．19Q41－7．0327　T一〔27．5546〕，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　つまり，総ての基準節気を冬至にとっている票と，精密を要する朔望月に万分以下に

九十三秒を撫えている事，また万分法に不安を感じて消長法を加えたこと以外は小一と

まったく岡じである。また授時暦は太陰及太陽の平均運行に加減される補1旺値の算出に

三次式の招差法を使い，太陰の場合には近点月27．　5546臼を336限とし，この336限を

近地点を0限，遠地点を中間の168限として等分に次の如く四つの部分に分ける。

　　0限一一84限（疾初限），164限一248限（遅初限）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一36一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U！ugh　Beg表の幾署砿山

　　84限一264is艮　（疾末1≦艮），　248｛裳一　　〇【禦　（遅宋｛1艮）

そして，疾初限と遅末限に於ては近地点を起点（0限）とし，疾末限と遅初限では遠地

点を起点（0限）とすると，各々の限数の絶対値は0限より84限霞でである。この限数

を補助変数（X）として太険の平均運行への補疋値d（を次式で求める。

　　　　d（　＝＝　一〇．　OOOOO325　x3　一Y一　O．　OOO28100　x2　一　O．　111iOOOO　x

　これが滋雨暦の太陰補正値の求ン）方であるが，前記の如く異緑児暦では近点月27．5556

iヨを248限とし，招差の式はみえないが，明かに次式で計慶している。

　　　　d　（L　＝＝　＋O．　OOOI　x2　一　O．　0124　×

授時暦は三次式であるのに，畏吾児暦では二次式であるだけの違いで取扱いの方法は全

く同じである。この事は太陽補1：旺値の計算法に於ても面様であって，こρ）無智暦の油差

法は畏吾児暦より学んだものだろう。

　蒙ELi朝の初期には畏吾漉油が行われていた。宋子戯の「中：幽幽耶そ縛｛公神道碑」に

　　初綴朝未有暦学，而鷹i｛証人奏，：五月望夕月食，公姦計：食，及期果不食，明年磁心十

　　月面月食：，1珂鵠人雷不：食：，其夜月食：八分，上大異之El，汝於天上事，尚無不知，況

　　人細事乎。

とみえるが，授時論垣立以後に於ても畏寵児暦は使用されて轡た如くで，伊児汗掴の大

離で，歴更家だったRashidu’d－dinは至元19－28年頃の数個の・畏総記暦【ヨを残してい

る。そして，それは授時暦の暦日と少異している。

　それは，それとして，元の授電磁の特異性は∠1、暦である畏吾児暦法に来源する処が多

いに違いない。

　因みにNa＄1ru’d一舟nに中山1流の無法を教えたと伝えられる，　Fao－mun－djiはmZln－

dliを面子と解して南支の宋人とするよりも，畏蕩児的な金人だったのではあるまいか。

また授民設を小誌化した高麗の虚語の授時鷹民法立成は前揺の独創だったとするよりも，

域外の民間暦家の間にまだ遺っていた小忌の簡便な有用性を重んずる雰囲気の中で発生

したものだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は京大理学・部地学観測所披1ξつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　言主

1）Na＄iru’d－dinとほぼ岡蒔代のMubyi’d－din　aLMagゐri嫉の　Risきlatu’1－1〈lzita‘wal－

　　Tghurにも畏籍・児暦のこ．とがあるらしい。（Sarton：一lntroduction　to　the　history　of

　Science，　Vel．　II，　p．　1016）
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